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(54)【発明の名称】 有機ＥＬパネル表示装置

(57)【要約】
【課題】  黒枠が進行しやすい方向の絶縁膜の開口部を
あらかじめ広げておき、黒枠進行による発光面積の低下
現象を遅らせることによって延命化をはかる。
【解決手段】  基板１４上に陽極１３を形成し、絶縁膜
１２、陰極隔壁１１を順次積層して成る有機ＥＬパネル
表示装置において、絶縁膜１２の開口部１０から陰極隔
壁１１に至る距離（寸法ｂ）を、絶縁膜１２の開口部１
０から陽極１３に至る距離（寸法ａ）に比べて小さくす
ることにより、黒枠が進行しやすい方向の絶縁膜１２の
開口部１０をあらかじめ広げておき、黒枠進行による発
光面積の低下現象を遅らせる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の発光部から成る画像表示配列をな
す有機ＥＬパネル表示装置であって、
前記発光部に対応する複数の第１電極が表面上に形成さ
れた基板と、
少なくとも前記第１電極の一部分を露出せしめる前記基
板上に突出する複数の電気絶縁性の隔壁と、露出した前
記第１電極の部分の各々上に形成された有機ＥＬ膜と、
前記有機ＥＬ膜上に形成された複数の第２電極から成
り、
前記有機ＥＬ膜と前記第１及び第２電極の一方との間に
は絶縁膜が形成され、前記絶縁膜は、前記第１及び第２
電極の縁部にかかると共に、前記第１、第２電極が交差
する交差領域に対応した開口部を有し、前記絶縁膜の開
口部から前記隔壁に至る距離を、前記絶縁膜開口部から
前記第１電極に至る距離に比べて小さくすることを特徴
とする有機ＥＬパネル装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ドット発光部の延
命化をはかった有機ＥＬパネル表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ（Electro  Luminescence）パ
ネル表示装置は自発光型の表示装置であり、視野角が広
い、コントラストが高い、応答速度が速い等ＬＣＤ（Li
quidCrystal  Device）にない特徴を有することから近
年開発が盛んに行われ、携帯電話やカーナビゲーション
システムのモニタとして搭載されるようになった。有機
ＥＬ表示パネル装置は、ガラス基板、あるいは透明な有
機フィルム上に形成した無機化合物である硫化亜鉛系の
蛍光体に交流高電圧を印加したときに発光する現象とし
て古くから知られている。
【０００３】有機ＥＬ表示パネル装置は、図３に示すよ
うに、ガラスの透明基板２４上にＩＴＯ等の陽極２３、
正孔輸送層、発光層および電子輸送層からなる有機ＥＬ
層２５、陽極２３に交差する陰極２６を順に蒸着積層し
て形成される。そして、有機ＥＬ層２５を挟持して互い
に対向し対をなす陽極２３および陰極２６とによって有
機ＥＬディスプレイとなる発光部が形成され、陽極２３
および陰極２６の各々が互いに対向して交差する交差領
域部の発光部を単位として１画素が形成される。なお、
図２（ａ）は上記した１画素単位の発光部の平面図、
（ｂ）、（ｃ）はそれぞれＸＹ断面図を示し、２１は陰
極隔壁、２２は絶縁層、２０は、絶縁層２２の開口部で
ある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上述した絶
縁層２２の開口部２０の寸法は、絶縁層２２上に陰極隔
壁２１が乗るようにズレや細リ等の公差、精度を考慮し
て設計していた。すなわち、あらかじめパターンニング
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された陽極２３の幅がエッチングによって片側約１．５
μｍ細り、絶縁膜２２はこのパターンニング後片側約３
μｍ細ることが経験的にわかっている。従って、陽極パ
ターンの端は膜厚が薄くなるため、絶縁膜２２を十分に
陽極２３の縁部と重複させる必要がある。また、経年変
化により、膜厚の薄い部分で陽極２３と陰極２６が接近
し、電流が集中しやすくなって、その結果、発光部に黒
枠となって現れ、この黒枠は、特に、陰極隔壁２１から
絶縁層２２の開口部２０に向かって進行し、結果的に発
光面積の低下をきたす。これは、隔壁レジストからの水
分等で有機ＥＬ膜２５、アルミ電極膜２６が劣化するこ
と、あるいはアルミ電極膜２６が切れて封入ガスに晒さ
れるためと考えられる。
【０００５】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、基板上に陽極を形成し、絶縁膜、陰極隔壁を順次
積層して成る有機ＥＬパネル表示装置において、絶縁膜
の開口部から陰極隔壁に至る距離を、絶縁膜の開口部か
ら陽極に至る距離に比べて小さくすることにより、黒枠
が進行しやすい方向の絶縁膜の開口部をあらかじめ広げ
ておき、黒枠進行による発光面積の低下現象を遅らせる
ことによって延命化をはかった有機ＥＬパネル表示装置
を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記した課題を解決する
ために請求項１に記載の発明は、複数の発光部から成る
画像表示配列をなす有機ＥＬパネル表示装置であって、
発光部に対応する複数の第１電極が表面上に形成された
基板と、少なくとも第１電極の一部分を露出せしめる基
板上に突出する複数の電気絶縁性の隔壁と、露出した第
１電極の部分の各々上に形成された有機ＥＬ膜と、有機
ＥＬ膜上に形成された複数の第２電極から成り、有機Ｅ
Ｌ膜と第１及び第２電極の一方との間には絶縁膜が形成
され、絶縁膜は、第１及び第２電極の縁部にかかると共
に、第１、第２電極が交差する交差領域に対応した開口
部を有し、絶縁膜の開口部から隔壁に至る距離を、絶縁
膜開口部から第１電極に至る距離に比べて小さくするこ
ととした。このことにより、絶縁物の開口部から隔壁に
至る寸法を小さくすることによって黒枠が進行しやすい
隔壁近傍の絶縁物の開口部をあらかじめ広げておき、黒
枠進行による発光面積の低下を遅らすことが出来、延命
化をはかった有機ＥＬパネル表示装置を提供することが
できる。
【０００７】
【発明の実施の形態】図１は本発明における有機ＥＬパ
ネル表示装置の構造を示す図であり、（ａ）は１画素単
位の発光部の平面図、（ｂ）、（ｃ）は、それぞれ、Ｘ
Ｙ断面を示す図である。
【０００８】図１に示されるように、本発明の有機ＥＬ
パネル表示装置は、発光部に対応して設けられる複数の
第１電極１３（ＩＴＯ等の陽極）が表面上に形成された
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ガラス基板１４と、第１電極１３の一部分を露出せしめ
る基板上に突出する複数の電気絶縁性の逆テーパー状の
陰極隔壁１１と、露出した第１電極１３の部分の各々上
に形成された有機ＥＬ膜と、有機ＥＬ膜上に形成された
複数の第２電極（有機ＥＬ膜、第２電極ともに図示せ
ず、図３を参照のこと）から成る。そして、有機ＥＬ膜
と第１及び第２電極の一方との間には絶縁膜１２が形成
され、絶縁膜１２は、第１及び第２電極の縁部にかかる
と共に、第１、第２電極が交差する交差領域に対応した
開口部１０を有している。
【０００９】特徴的には、絶縁膜１２の開口部１０から
陰極隔壁１１に至る距離（寸法ｂ）を、絶縁膜１２の開
口部１０から陽極１３に至る距離（寸法ａ）に比べて小
さくしている。ここでは、絶縁膜１２をポリイミド等の
絶縁性高分子膜で形成し、陰極隔壁１１とポリイミド１
２間の距離を１３μｍ、陽極１３とポリイミド１２間の
距離を１６．５μｍとしている。特に、陰極隔壁１１と
ポリイミド１２間の距離をＸ、陽極１３とポリイミド１
２間の距離をＹとしたときに、Ｘ：Ｙを１：２としたと
きに長寿命化に顕著な効果が得られる。
【００１０】以上説明のように本発明は、基板上１４に
陽極１３を形成し、絶縁膜１２、陰極隔壁１１を順次積
層して成る有機ＥＬパネル表示装置において、絶縁膜１
２の開口部１０から陰極隔壁１１に至る距離を、絶縁膜
１２の開口部１０から陽極１３に至る距離に比べて小さ
くすることにより、黒枠が進行しやすい方向の絶縁膜１
２の開口部１０をあらかじめ広げておき、黒枠進行によ
る発光面積の低下現象を遅らせることによって延命化を
はかった有機ＥＬパネル表示装置を提供することができ*
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*る。
【００１１】
【発明の効果】以上説明のように本発明は、複数の発光
部から成る画像表示配列をなす有機ＥＬパネル表示装置
であって、発光部に対応する複数の第１電極が表面上に
形成された基板と、少なくとも第１電極の一部分を露出
せしめる基板上に突出する複数の電気絶縁性の隔壁と、
露出した第１電極の部分の各々上に形成された有機ＥＬ
膜と、有機ＥＬ膜上に形成された複数の第２電極から成
り、有機ＥＬ膜と第１及び第２電極の一方との間には絶
縁膜が形成され、絶縁膜は、第１及び第２電極の縁部に
かかると共に、第１、第２電極が交差する交差領域に対
応した開口部を有し、絶縁膜の開口部から隔壁に至る距
離を、絶縁膜開口部から第１電極に至る距離に比べて小
さくすることとしたものであり、このことにより、黒枠
が進行しやすい隔壁近傍の絶縁物の開口部をあらかじめ
広げておき、黒枠進行による発光面積の低下を遅らすこ
とが出来、延命化をはかった有機ＥＬパネル表示装置を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における有機ＥＬパネル表示装置の構造
を示す図である。
【図２】従来における有機ＥＬパネル表示装置の構造を
示す図である。
【図３】従来における有機ＥＬパネル表示装置の構造を
示す図である。
【符号の説明】
１０…絶縁膜開口部、１１…陰極隔壁、１２…絶縁膜、
１３…陽極（第１電極）、１４…ガラス基板

【図１】 【図２】
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摘要(译)

解决的问题：通过在黑框可能进行的方向上预先加宽绝缘膜的开口并延
迟由于黑框的进行而导致发光面积减小的现象，来延长寿命。 在基板
（14）上形成有阳极（13）的有机EL面板显示装置中，依次层叠有绝缘
膜（12）和阴极隔板（11），其距离（从绝缘膜（12）的开口（10）到
阴极隔板（11）的大小 通过使b）小于从绝缘膜12的开口10到阳极13的
距离（尺寸a），绝缘膜12的沿黑框可能前进的方向的开口10被预先加
宽，并且黑框 由于该进展，发光面积的减少现象被延迟。
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